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今年も残すところあと一ヶ月!!
～ＪＳＣフェスティバルに向けて～

校長 大 森 伸

早いもので、１２月に入り、今年も残すところ一ヶ月を切りました。

現在、スリランカ、特にコロンボは、新型コロナの感染が収まらず、毎日５００人前後の新感染者

が出ている状態で、まだまだ通常の生活に戻るには時間がかかりそうです。

このような状況のため、１１月３０日の学校再開を見合わせていただきました。学校を再開するこ

とはできませんでしたが、子供たちは１２月１２日に開催予定の本校の２大行事の一つであるＪＳＣ

フェスティバルに向け、オンラインで一生懸命練習に取り組んでいるところです。

また、教職員についても、１１月３０日に一時帰国していた芳賀教諭が帰任し、新派遣教師の加藤

教諭と柴田教諭が予定より７ヶ月遅れで無事着任することができ、全てのスタッフが揃って１２月を

迎えることができ、まだ子供たちの姿はありませんが、職員室は活気が出てきました。

さて、前述のＪＳＣフェスティバルですが、当日は今まで練習してきた５名の子供たちが全員揃っ

て練習の成果を発表してもらいたいと思っていますが、コロナ禍の影響で、当日はどのような形で発

表できるか、開催日ぎりぎりにならなければわからない状況です。ただ、５名が全員揃うことができ

るのは２学期までなので、どんな形でも発表できるように、５名揃っての発表ができない場合は、一

部児童がオンラインで参加、事前に録画したものまたは全員がオンラインで参加して発表したものを

録画しビデオ配信する等、いろいろな方法を考えているところです。

また、現在スリランカの新型コロナ感染症警戒基準がレベル３であり、集会等が禁止されているこ

とから、感染予防の徹底を図るため、かなり観客数を絞るか無観客にする必要があります。

そこで、観客数を絞る場合は、お子さんの発表を親戚の方にもご覧いただきたいところですが、今

回は同居している家族の方に限定させていただきたいと考えています(後ほど、参観者の希望をとら

せていただきます)。また、無観客で行う場合はオンライン配信を行います。

現状を踏まえてのやむを得ない措置であることを、ご理解いただきますようお願いいたします。

アーユボーアンアーユボーアン
（ 　こんにちは）

１２月の主な行事予定

１日(火) オンライン授業 １４日(月) 全校朝会 知能検査
２日(水) オンライン授業 分掌部会 ６時間授業

校舎消毒日 １５日(火) 本部運営委員会 ５時間授業
３日(木) 校内研修日 オンライン授業 授業参観 個別懇談
４日(金) オンライン授業 １６日(水) ＮＲＴ プラザ清掃
７日(月) 全校朝会 授業料納入日 校舎消毒日 安全点検日

委員会活動 企画委員会 １７日(木) ２学期終業式 大掃除
８日(火) 授業料納入日 職員会議 ６時間授業
９日(水) プラザ清掃 校舎消毒日 １８日(金) 振替休業日(１２月１２日分)

１０日(木) ＪＳＣフェスティバル予行 １９日(土) 冬季休業(～１月３日)
１２日(土) ＪＳＣフェスティバル

※７日以降、学校が再開できない場合、青字は行事はカットになります。

やっと着任しました!!
本来であれば、４月に着任する予定だった新派遣教師の２名が、１０月３０日にようやくほぼ

７ヶ月遅れでコロンボに到着し、その後の１ヶ月間の隔離を終え、１１月３０日より勤務してい

ます。新派遣者２名の写真と着任の挨拶です。

【加藤 隆夫 教諭】

こんにちは。ついに着任することができました。ここまで本当に長かったです。

日本では、海の見えるところに住んでいましたので、毎日この海がスリランカに

つながっているんだと見つめてきました。今、その思い描いていたコロンボの地

に立つことができ，しみじみとした感慨があります。これまで名古屋の中学校で

長年にわたり社会科を中心に教えてきました。歴史や地理、様々な文化に興味を

もっています。さあ、これから大いに教え、学びあっていきたいと思います。

【柴田 博己 教諭】

東京都より参りました、柴田 博己（しばた ひろみ）と申します。コロンボ

日本人学校に赴任することを心待ちにしていました。スリランカに来てまだ１ヶ

月足らずですが、街並み・雰囲気・食事など、もうすでにスリランカに魅了され

ています。１日も早く学校生活に慣れ、勉強・スポーツ・遊びなど、何事にも全

力で取り組みます。素敵な子供たちに囲まれ、充実した毎日を過ごしていくこと

が何より楽しみです。よろしくお願いします。

第２回学校運営委員会報告(主な議題)
令和２年１１月２０日開催

残念ながら、第１回同様、今回もオンライン会議になってしまいましたが、運営委員１０名全

員のご参加をいただき、下記の内容について協議し、承認をいただきました。

【学校の状況】

○新型コロナの感染拡大による、休校措置とオンライン授業の実施。学校再開については子供た

ちの安全を第一に考え、判断していく。

○児童生徒数の状況～今後さらに児童生徒数が減少する可能性がある。

○教育課程の進捗状況～休校が続いているが、オンライン授業の実施により、授業進度の遅れは

ほとんどない。

○今後の行事～１月に実施予定の餅つき大会、校外学習の実施は難しい。新型コロナの感染状況

を見て、校外学習等に切り替えることも考えている。

【校舎老朽化対策について】

○屋上床、校舎壁のひび割れ、プラザパッキンの補修は終了したが、避雷針の補修はカーフュー

の影響により終了していない。⇒１１月２７日に工事が終了しました。

【パソコン整備事業について】

○文科省パソコン整備事業に係わるｉＰａｄの購入について、児童生徒用１０台、教師用６台を

購入したが、現在郵便局に保管された状態になっている。

【令和２年度上半期中間決算報告】

○児童生徒数減少により、年度当初の予算案に対し、収入が１５０万ルピーほど少なくなる予定。

○支出を減らし、収入減に対処していくが、赤字になった場合は、バス基金からの流用をお願い

する。

【学校運営規則改正について】

○入学資格条件に「在スリランカ日本人会会員であること」を追加。

○仮入学と体験入学を区別するため、新たに「体験入学」の項目を設ける。


